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研究報告書 

 
１）副腎細胞の超微構造解析 

申請者らはヨザル副腎におけるコルチゾール分泌抑制メカニズムの存在とストレス反応性

の低下を提唱した。ヨザルの副腎皮質について電子顕微鏡で解析すると、束状帯細胞のミト

コンドリア、小胞体、リソソーム、グリコーゲン顆粒、脂肪滴のサイズなどについてリスザルと

差異が認められた。特にミトコンドリアは内部構造のクリスタに構造的差異が認められ、細胞

レベルで副腎の機能調節が行われている可能性が考えられた。 
 
２）新世界ザルの眼球および視覚に関する解析 
 ヨザルは真猿類の中で唯一の夜行性種であり、ヨザルの眼球組織の解析は進化や機能適

応の観点から興味深い研究対象である。眼底検査から、ヨザルは脈絡膜に輝板をもたず、リ

スザルで存在した中心窩が認められなかった。ヨザルの網膜視細胞のサイズはリスザルより

有意に小さく、暗所視に働く杆体細胞の密度が高く、明所視に働く錐体細胞の密度が低かっ

た。神経節細胞に関してはややヨザルの方が密度が低いものの、両種ともに視神経乳頭の

側頭側に最高密度を示す高密度領域が存在することが確認された。一方で、リスザルではそ

の高密度領域に一致して錐体細胞の高密度領域が存在したが、ヨザルではそのような傾向

は見られなかった。網膜電図測定により、ヨザルはリスザルよりも杆体系細胞の応答ではや

や高い反応を示し、反対に錐体系細胞の応答は有意に低い反応を示した。本研究により、ヨ

ザルの眼は夜行性に適応するために、網膜において細胞学的な変化を起こしていると考えら

れた。 
 



３）発生工学的解析 
発生工学的解析：ヨザルおよびリスザル卵巣より卵胞内卵子を採取し、卵子の形態を観

察し、さらに体外培養による卵子の成熟条件を検討した。雄の精巣上体尾部より精子を採取

し、塗末標本を作製して、形態観察等を行い、凍結保存の条件を検討した。 
 
４）カリオタイプの解析 

ヨザルとリスザルのカリオタイプを分 析 し，正 確 な種 を同 定 した。また，in vitroで

の解 析 を可 能 とするため皮 膚 ・腎 から初 代 培 養 を行 い，これまでに5系 統 の細 胞

を得 ている。  
 
５）行動学の解析 

ヨザルとリスザルの行 動 学 特 徴 を明 らかにするため，  Total s leep t ime (TS
T)とSleep episode length (SEL)を計 測 した。京 都 大 学 霊 長 類 研 究 所 におけ

るヨザルとリスザルとの比 較 研 究 によって，最 高 値 TSYT/12hを比 較 すると，野 生

下 ではこの2種 は同 所 に生 息 しているにもかかわらず顕 著 な差 が認 められた。  
 

  


